
(57)【要約】

【課題】　遊技機を提供する。

【解決手段】　遊技機の所定位置にヒンジ機構５９によ

って開閉可能に設けられた開閉体６０の所定位置に装備

ユニット８０が装着され、装備ユニット８０内には、回

路基板１００が組み込まれている。

【選択図】　　　　図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 開 閉 可 能 な 開 閉 体 の 所 定 位 置 に 装 備 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ 、 前 記 装 備 ユ ニ ッ ト 内 に は 、 回
路 基 板 が 組 み 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 球 （ パ チ ン コ 球 ） を 用 い て 遊 技 を 行 う 遊 技 機 （ 例 え ば 、 パ チ ン コ 機 ） や メ
ダ ル を 用 い て 遊 技 を 行 う 遊 技 機 （ 例 え ば 、 ス ロ ッ ト マ シ ン ） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 遊 技 機 の 所 定 位 置 に 開 閉 可 能 に 設 け ら れ た 開 閉 体 の 所 定 位 置 に 、 例 え ば 、 表 示 ユ
ニ ッ ト 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト 等 の 各 種 の 装 備 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ 、 こ れ ら 装 備 ユ ニ ッ ト に 回 路
基 板 が 組 み 込 ま れ た も の が 知 ら れ て い る 。
　 ま た 、 開 閉 体 の 所 定 位 置 に 装 備 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ た 状 態 に お い て 、 開 閉 体 が 閉 じ 状 態
、 開 き 状 態 、 い ず れ の 状 態 に あ っ て も 、 回 路 基 板 の 前 後 に 配 置 さ れ た 前 後 の 両 不 透 明 部 材
に よ っ て 回 路 基 板 の 前 後 両 面 が 視 認 不 能 に 覆 わ れ て い る の が 一 般 的 で あ る 。
　 例 え ば 、 遊 技 機 の 前 側 に 開 閉 可 能 に 設 け ら れ か つ 遊 技 領 域 を 透 視 可 能 な 窓 板 を 有 す る ガ
ラ ス 扉 に よ っ て 開 閉 体 が 構 成 さ れ 、 そ の ガ ラ ス 扉 の 金 属 製 扉 本 体 フ レ ー ム の 前 側 に 装 備 ユ
ニ ッ ト と し て の 表 示 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ た 場 合 、 そ の 表 示 ユ ニ ッ ト に 組 み 込 ま れ た 回 路 基
板 の 後 側 は 金 属 製 扉 本 体 フ レ ー ム （ 後 側 の 不 透 明 部 材 ） に よ っ て 覆 わ れ 、 回 路 基 板 の 前 側
は 、 表 示 ユ ニ ッ ト の 前 側 構 成 体 に よ っ て 覆 わ れ る 。
　 な お 、 透 明 な 合 成 樹 脂 材 よ り な る 基 板 ボ ッ ク ス （ 基 板 カ バ ー ） 内 に 収 納 さ れ た 回 路 基 板
（ 例 え ば 、 制 御 基 板 ） の 一 面 （ 実 装 面 ） に 、 基 板 情 報 （ 例 え ば 、 基 板 番 号 、 製 造 年 月 日 、
製 造 者 名 、 機 種 名 等 の 基 板 情 報 ） を 表 示 し 、 回 路 基 板 の 基 板 情 報 を 透 明 な 基 板 ボ ッ ク ス を
透 し て 視 認 可 能 に 構 成 し た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ １ ２ ７ ９ １ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 ガ ラ ス 扉 の 金 属 製 扉 本 体 フ レ ー ム の 前 側 に 表 示 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ た 場 合 、
そ の 表 示 ユ ニ ッ ト に 組 み 込 ま れ た 回 路 基 板 の 後 側 は 金 属 製 扉 本 体 フ レ ー ム （ 後 側 の 不 透 明
部 材 ） に よ っ て 覆 わ れ 、 回 路 基 板 の 前 側 は 、 表 示 ユ ニ ッ ト の 前 側 構 成 体 （ 前 側 の 不 透 明 部
材 ） に よ っ て 覆 わ れ る こ と に な り 、 回 路 基 板 の 存 在 を 視 認 す る こ と が で き な い 。
　 そ こ で 、 表 示 ユ ニ ッ ト の 前 側 構 成 体 を 透 明 な 合 成 樹 脂 材 に よ っ て 形 成 し た り 、 部 分 的 に
透 視 可 能 に 構 成 す る こ と で 、 回 路 基 板 の 存 在 が 視 認 可 能 に な る が 、 表 示 ユ ニ ッ ト 内 部 が 露
呈 さ れ 見 栄 え が 悪 化 さ れ る た め 、 こ の よ う な 構 造 は 採 用 さ れ な い 。
　 こ の た め 、 表 示 ユ ニ ッ ト に 組 み 込 ま れ た 回 路 基 板 が 正 規 の も の で あ る か 否 か を 確 認 す る
場 合 に は 、 扉 本 体 フ レ ー ム か ら 表 示 ユ ニ ッ ト を 取 り 外 さ な け れ ば な ら ず 、 そ の 取 り 外 し 作
業 や そ の 後 の 装 着 作 業 に 多 く の 手 間 を 必 要 と し 、 厄 介 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 前 記 問 題 点 に 鑑 み 、 開 閉 体 の 所 定 位 置 に 装 備 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ た
状 態 に お い て 、 装 備 ユ ニ ッ ト に 組 み 込 ま れ た 回 路 基 板 の 存 在 を 容 易 に 視 認 す る こ と が で き
る と と も に 、 そ の 回 路 基 板 が 正 規 の も の で あ る か 否 か の 判 断 を 的 確 に 行 う こ と が で き る 遊
技 機 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る 遊 技 機 は 、
「 開 閉 可 能 な 開 閉 体 の 所 定 位 置 に 装 備 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ 、 前 記 装 備 ユ ニ ッ ト 内 に は 、 回
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路 基 板 が 組 み 込 ま れ た 遊 技 機 で あ っ て 、
　 前 記 開 閉 体 の 所 定 位 置 に 前 記 装 備 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記 開 閉 体 が 閉
じ 状 態 、 開 き 状 態 、 い ず れ の 状 態 に あ っ て も 前 記 回 路 基 板 の 表 裏 両 面 が 、 同 回 路 基 板 の 前
後 に 配 置 さ れ た 前 後 の 両 不 透 明 部 材 に よ っ て 覆 わ れ 、
　 前 記 開 閉 体 が 開 か れ る こ と で 、 前 記 後 側 の 不 透 明 部 材 が 視 認 可 能 に さ れ 、
　 前 記 後 側 の 不 透 明 部 材 に は 、 前 記 回 路 基 板 の 一 面 を 局 部 的 に 透 視 可 能 な 透 視 部 が 形 成 さ
れ 、
　 前 記 回 路 基 板 の そ の 一 面 に は 、 前 記 後 側 の 不 透 明 部 材 の 透 視 部 に 対 応 す る 位 置 に お い て
基 板 情 報 が 表 示 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。 」
を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 構 成 に お い て 、 開 閉 体 の 所 定 位 置 に 装 備 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ た 状 態 に お い て 、 そ の
装 備 ユ ニ ッ ト に 組 み 込 ま れ た 回 路 基 板 の 存 在 や 、 同 回 路 基 板 が 正 規 の も の で あ る か 否 か を
判 断 す る 場 合 、 開 閉 体 が ヒ ン ジ 機 構 を 支 点 と し て 開 か れ る こ と で 、 回 路 基 板 の 後 側 の 不 透
明 部 材 が 視 認 可 能 に さ れ る 。
　 そ し て 、 後 側 の 不 透 明 部 材 に 形 成 さ れ た 透 視 部 を 透 し て 回 路 基 板 の 一 面 が 視 認 さ れ る と
と も に 、 同 回 路 基 板 の そ の 一 面 に 表 示 さ れ た 基 板 情 報 を 視 認 す る こ と に よ っ て 、 そ の 回 路
基 板 が 正 規 の も の で あ る か 否 か の 判 断 を 的 確 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に 係 る 遊 技 機 は 、
「 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技 機 で あ っ て 、
　 前 側 の 不 透 明 部 材 は 、 装 備 ユ ニ ッ ト の 構 成 体 に よ っ て 構 成 さ れ 、
　 後 側 の 不 透 明 部 材 は 、 装 備 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ る 開 閉 体 の ユ ニ ッ ト 装 着 部 に よ っ て 構 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。 」
を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 構 成 に お い て 、 装 備 ユ ニ ッ ト の 構 成 体 と 、 開 閉 体 の ユ ニ ッ ト 装 着 部 と を 、 そ の 各 部
の 用 途 に 適 し た 不 透 明 な 合 成 樹 脂 材 や 金 属 材 に よ っ て 形 成 し た 上 で 、 開 閉 体 の ユ ニ ッ ト 装
着 部 の 透 視 部 を 透 し て 回 路 基 板 の 一 面 の 基 板 情 報 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に 係 る 遊 技 機 は 、
「 請 求 項 ２ に 記 載 の 遊 技 機 で あ っ て 、
　 開 閉 体 は 、 遊 技 機 の 前 側 に ヒ ン ジ 機 構 に よ っ て 開 閉 可 能 に 設 け ら れ か つ 遊 技 領 域 を 透 視
可 能 な 窓 板 を 有 す る ガ ラ ス 扉 で あ り 、
　 装 備 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 ガ ラ ス 扉 の 扉 本 体 フ レ ー ム 前 側 の ユ ニ ッ ト 装 着 部 を 後 側 の 不 透 明
部 材 と し て 装 着 さ れ た 表 示 ユ ニ ッ ト に よ っ て 構 成 さ れ 、
　 前 側 の 不 透 明 部 材 は 、 表 示 ユ ニ ッ ト の 構 成 体 に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
遊 技 機 。 」
を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 構 成 に お い て 、 表 示 ユ ニ ッ ト の 構 成 体 を 、 不 透 明 な 合 成 樹 脂 材 に よ っ て 形 成 し て 外
観 意 匠 性 を 確 保 し 、 ガ ラ ス 扉 の 扉 本 体 フ レ ー ム を 金 属 板 に よ っ て 形 成 し て 剛 性 や 耐 久 性 を
確 保 し な が ら 、 扉 本 体 フ レ ー ム の 透 視 部 を 透 し て 回 路 基 板 の そ の 一 面 の 基 板 情 報 を 視 認 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に 係 る 遊 技 機 は 、
「 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技 機 で あ っ て 、
　 前 側 の 不 透 明 部 材 は 、 装 備 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ る 開 閉 体 の ユ ニ ッ ト 装 着 部 に よ っ て 構 成
さ れ 、
　 後 側 の 不 透 明 部 材 は 、 装 備 ユ ニ ッ ト の 構 成 体 に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
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遊 技 機 。 」
を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 構 成 に お い て 、 開 閉 体 の ユ ニ ッ ト 装 着 部 と 、 装 備 ユ ニ ッ ト の 構 成 体 と を 、 各 部 の 用
途 に 適 し た 不 透 明 な 合 成 樹 脂 材 や 金 属 材 に よ っ て 形 成 し た 上 で 、 装 備 ユ ニ ッ ト の 構 成 体 の
透 視 部 を 透 し て 回 路 基 板 の そ の 一 面 の 基 板 情 報 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 に 係 る 遊 技 機 は 、
「 請 求 項 ４ に 記 載 の 遊 技 機 で あ っ て 、
　 開 閉 体 は 、 遊 技 機 の 外 枠 に ヒ ン ジ 機 構 に よ っ て 開 閉 可 能 に 装 着 さ れ か つ 遊 技 盤 が 着 脱 可
能 に 装 着 さ れ る 本 体 枠 で あ り 、
　 装 備 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 本 体 枠 の 後 側 に 設 け ら れ た ユ ニ ッ ト 装 着 部 を 前 側 の 不 透 明 部 材 と
し て 装 着 さ れ か つ 球 を 遊 技 機 の 前 側 に 払 い 出 す 球 払 出 ユ ニ ッ ト に よ っ て 構 成 さ れ 、
　 後 側 の 不 透 明 部 材 は 、 前 記 球 払 出 ユ ニ ッ ト の 構 成 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。 」
を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 構 成 に お い て 、 本 体 枠 や 球 払 出 ユ ニ ッ ト の 構 成 体 を 、 不 透 明 な 合 成 樹 脂 材 の う ち 、
材 料 費 、 強 度 、 耐 久 性 等 を 考 慮 の 上 、 適 宜 に 材 料 選 択 し て 形 成 し た 上 で 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト
の 構 成 体 の 透 視 部 を 透 し て 回 路 基 板 の 一 面 の 基 板 情 報 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 に 係 る 遊 技 機 は 、
「 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 遊 技 機 で あ っ て 、
　 回 路 基 板 の 一 面 の 基 板 情 報 は 、 同 回 路 基 板 の そ の 一 面 の 配 線 パ タ ー ン を 形 成 す る 銅 箔 の
一 部 に よ っ て 形 成 さ れ 、 前 記 配 線 パ タ ー ン と と も に 透 明 な 絶 縁 層 に よ っ て 覆 わ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。 」
を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 構 成 に お い て 、 回 路 基 板 の 一 面 の 配 線 パ タ ー ン を 形 成 す る と 同 時 に 基 板 情 報 を 形 成
す る こ と が で き る と と も に 、 そ の 表 面 が 透 明 な 絶 縁 層 に よ っ て 覆 わ れ て 保 護 さ れ る 。
　 こ の た め 、 回 路 基 板 の 一 面 の 透 明 な 絶 縁 層 の 表 面 に シ ル ク 印 刷 等 に よ っ て 基 板 情 報 が 表
示 さ れ た 場 合 と 比 較 し て 印 刷 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 基 板 情 報 が 透 明 な 絶 縁 層 に よ っ て 保 護 さ れ る た め 、 摩 擦 等 に よ っ て 基 板 情 報 が
消 失 さ れ 難 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 発 明 に 係 る 遊 技 機 に よ れ ば 、 開 閉 体 が ヒ ン ジ 機 構 を 支 点 と し て 開 か れ る こ と で 、 後
側 の 不 透 明 部 材 に 形 成 さ れ た 透 視 部 を 透 し て 装 備 ユ ニ ッ ト の 回 路 基 板 の 一 面 に 表 示 さ れ た
基 板 情 報 を 視 認 す る こ と が で き る た め 、 回 路 基 板 の 存 在 や 、 そ の 回 路 基 板 が 正 規 の も の で
あ る か 否 か の 判 断 を 容 易 に か つ 的 確 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 実 施 例 に し た が っ て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 遊 技 機 を 斜 め 右 上 前 方 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 遊 技 機 の 前 側 全 体 を 示 す 正
面 図 で あ る 。 図 ３ は 遊 技 機 の 外 枠 の 一 側 に 本 体 枠 が 開 か れ そ の 本 体 枠 の 一 側 に ガ ラ ス 扉 が
開 か れ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ は ガ ラ ス 扉 と 表 示 ユ ニ ッ ト と を 分 離 し て 斜 め 左 上
前 方 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ は ガ ラ ス 扉 を 斜 め 左 上 後 方 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ６
は 表 示 ユ ニ ッ ト を 前 側 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ７ は 表 示 ユ ニ ッ ト の 構 成 部 材 を 分 離 し た
状 態 を 前 側 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ８ は 表 示 ユ ニ ッ ト の 構 成 部 材 を 分 離 し た 状 態 を 後 側
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か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ９ は 図 ５ の Ｉ Ｘ － Ｉ Ｘ 線 に 基 づ く 断 面 図 で あ る 。 図 １ ０ は 表 示
ユ ニ ッ ト の 回 路 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 な お 、 説 明 の 便 宜 上 、 遊 技 機 に お い て 遊 技 者 側 を 前
、 反 対 側 を 後 と し て 説 明 す る 。
　 こ の 発 明 の 実 施 例 １ に お い て は 、 開 閉 体 が 遊 技 機 の 所 定 位 置 に 開 閉 可 能 に 設 け ら れ る ガ
ラ ス 扉 ６ ０ に よ っ て 構 成 さ れ 、 装 備 ユ ニ ッ ト が ガ ラ ス 扉 ６ ０ の 所 定 に 装 着 さ れ た 表 示 ユ ニ
ッ ト ８ ０ に よ っ て 構 成 さ れ た 場 合 を 例 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
［ 遊 技 機 の 概 要 に つ い て ］
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 遊 技 機 と し て の パ チ ン コ 機 は 、 外 枠 １ ０ 、 本 体 枠 ２ ０ 、 遊 技
盤 ４ ０ 、 ガ ラ ス 扉 ６ ０ 等 を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
　 外 枠 １ ０ は 、 上 下 左 右 の 枠 材 に よ っ て 縦 長 四 角 形 の 枠 状 に 形 成 さ れ 、 同 外 枠 １ ０ の 前 側
下 部 に は 、 本 体 枠 ２ ０ の 下 面 を 受 け る 下 受 板 １ ５ を 有 し て い る 。
　 外 枠 １ ０ の 前 面 の 一 側 に は 、 本 体 枠 開 閉 用 ヒ ン ジ 機 構 １ ６ に よ っ て 本 体 枠 ２ ０ が 前 方 に
開 閉 可 能 に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 体 枠 ２ ０ は 、 前 枠 体 ２ １ 、 遊 技 盤 装 着 枠 ２ ２ 及 び 機 構 装 着
体 ２ ３ を 不 透 明 な 合 成 樹 脂 材 に よ っ て 一 体 成 形 す る こ と で 構 成 さ れ て い る 。
　 本 体 枠 ２ ０ の 前 部 を 構 成 す る 前 枠 体 ２ １ は 、 外 枠 １ ０ 前 側 の 下 受 板 １ ５ を 除 く 外 郭 形 状
に 対 応 す る 大 き さ の 矩 形 枠 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ 遊 技 盤 に つ い て ］
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 体 枠 ２ ０ の 前 枠 体 ２ １ に 一 体 に 形 成 さ れ た 遊 技 盤 装 着 枠 ２ ２ に は
遊 技 盤 ４ ０ が 前 方 か ら 着 脱 交 換 可 能 に 装 着 さ れ る よ う に な っ て い る 。
　 遊 技 盤 ４ ０ の 盤 面 （ 前 面 ） に は 、 外 レ ー ル と 内 レ ー ル と を 備 え た 案 内 レ ー ル ４ １ が 設 け
ら れ 、 そ の 案 内 レ ー ル ４ １ の 内 側 に 遊 技 領 域 ４ ２ が 区 画 形 成 さ れ て い る 。
　 遊 技 盤 ４ ０ に は 、 そ の 遊 技 領 域 ４ ２ 内 に お い て 、 遊 技 に 関 す る 役 物 装 置 、 例 え ば 、 セ ン
タ 役 物 と 呼 ば れ る 役 物 装 置 ４ ３ が 装 着 さ れ 、 そ の 役 物 本 体 ４ ４ に は 、 そ の 中 央 部 に 形 成 さ
れ た 開 口 部 に 表 示 面 を 臨 ま せ て 図 柄 表 示 装 置 （ 例 え ば 、 液 晶 表 示 器 、 Ｅ Ｌ 表 示 器 ， プ ラ ズ
マ 表 示 器 ， Ｃ Ｒ Ｔ 等 ） ４ ５ が 装 着 さ れ て い る 。 ま た 、 遊 技 盤 ４ ０ の 盤 面 （ 前 面 ） の 遊 技 領
域 ４ ２ 内 に は 図 示 し な い 入 賞 器 、 風 車 器 、 誘 導 釘 等 の 各 種 の 装 備 品 が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 体 枠 ２ ０ の 前 枠 体 ２ １ の 前 側 に お い て 、 遊 技 盤 装 着 枠 ２ ２ よ り も
下 方 に 位 置 す る 前 枠 体 ２ １ の 前 下 部 領 域 の 一 側 寄 り に は 、 ス ピ ー カ 装 着 板 ３ ４ を 介 し て ス
ピ ー カ （ こ の 実 施 例 で は 低 音 用 ス ピ ー カ ） ３ ５ が 装 着 さ れ て い る 。
　 ま た 、 前 枠 体 ２ １ 前 面 の 下 部 領 域 内 の 上 側 部 分 に は 、 遊 技 盤 ４ ０ の 発 射 通 路 に 向 け て 球
を 導 く 発 射 レ ー ル ３ ０ が 傾 斜 状 に 装 着 さ れ て い る 。
　 ま た 、 前 枠 体 ２ １ 前 面 の 下 部 領 域 内 の 下 側 部 分 に は 、 下 前 面 部 材 ３ １ が 装 着 さ れ て い る
。 下 前 面 部 材 ３ １ の 前 面 の 略 中 央 部 に は 、 下 皿 ３ ２ が 設 け ら れ 、 片 側 寄 り に は 操 作 ハ ン ド
ル ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
［ 施 錠 装 置 に つ い て ］
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 体 枠 （ 前 枠 体 ２ １ ） ２ ０ の ヒ ン ジ 機 構 と 反 対 側 に 自 由 端 側 の 後 側
に は 、 外 枠 １ ０ に 対 し 本 体 枠 ２ ０ を 施 錠 す る 機 能 と 、 本 体 枠 ２ ０ に 対 し 後 に 詳 述 す る ガ ラ
ス 扉 ６ ０ を 施 錠 す る 機 能 と を 兼 ね 備 え た 施 錠 装 置 ５ ０ が 装 着 さ れ て い る 。
　 す な わ ち 、 施 錠 装 置 ５ ０ は 、 外 枠 １ ０ に 設 け ら れ た 閉 止 具 １ ７ に 係 脱 可 能 に 係 合 し て 本
体 枠 ２ ０ を 閉 じ 状 態 に 施 錠 す る 上 下 複 数 の 本 体 枠 施 錠 フ ッ ク ５ ３ と 、 後 述 す る ガ ラ ス 扉 ６
０ の 自 由 端 側 の 後 側 に 設 け ら れ た 閉 止 具 ６ ６ に 係 脱 可 能 に 係 合 し て ガ ラ ス 扉 ６ ０ を 閉 じ 状
態 に 施 錠 す る 上 下 複 数 の 扉 施 錠 フ ッ ク ５ ６ と を 備 え て い る 。
　 そ し て 、 シ リ ン ダ ー 錠 ５ ７ の 鍵 穴 に 鍵 が 挿 入 さ れ て 一 方 向 に 回 動 操 作 さ れ る こ と で 本 体
枠 施 錠 フ ッ ク ５ ３ と 外 枠 １ ０ の 閉 止 具 １ ７ と の 係 合 が 外 れ て 本 体 枠 ２ ０ が 解 錠 さ れ 、 こ れ

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-34513 A 2006.2.9



と は 逆 方 向 に 回 動 操 作 さ れ る こ と で 、 扉 施 錠 フ ッ ク ５ ６ と ガ ラ ス 扉 ６ ０ の 閉 止 具 ６ ６ と の
係 合 が 外 れ て ガ ラ ス 扉 ６ ０ が 解 錠 さ れ る よ う に な っ て い る 。
　 な お 、 シ リ ン ダ ー 錠 ５ ７ の 前 端 部 は 、 遊 技 機 の 前 方 か ら 鍵 を 挿 入 し て 解 錠 操 作 可 能 に 、
前 枠 体 ２ １ 及 び 下 前 面 部 材 ３ １ を 貫 通 し て そ の 下 前 面 部 材 ３ １ の 前 面 に 露 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
［ 開 閉 体 と し て の ガ ラ ス 扉 に つ い て ］
　 図 ３ と 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 体 枠 （ 前 枠 体 ２ １ ） ２ ０ の 前 面 の 一 側 に は 、 扉 開 閉 用 ヒ ン
ジ 機 構 ５ ９ に よ っ て ガ ラ ス 扉 ６ ０ が 前 方 に 開 閉 可 能 に 装 着 さ れ て い る 。
　 図 ４ と 図 ５ に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス 扉 ６ ０ は 、 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ 、 音 響 電 飾 ユ ニ ッ ト ７
０ 、 左 右 一 対 の サ イ ド 電 飾 ユ ニ ッ ト ７ ３ 、 上 皿 ７ ４ 、 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ 等 を 備 え て 構 成 さ
れ て い る 。
　 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ は 、 プ レ ス 加 工 さ れ た 単 数 ま た は 複 数 の 金 属 板 に よ っ て 形 成 さ れ 、
本 体 枠 ２ ０ の 前 枠 体 ２ １ の 上 端 か ら 下 前 面 部 材 ３ １ の 上 縁 に わ た る 部 分 を 覆 う 大 き さ に 形
成 さ れ て い る 。
　 図 ４ と 図 ５ に 示 す よ う に 、 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 略 中 央 部 に は 、 遊 技 盤 ４ ０ の 遊 技 領 域
４ ２ を 前 方 か ら 透 視 可 能 な 略 円 形 の 開 口 窓 ６ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 扉 本 体 フ レ ー ム
６ １ の 後 側 に は 開 口 窓 ６ ２ よ り も 大 き い 矩 形 枠 状 を な す 窓 枠 ６ ３ が 設 け ら れ 、 そ の 窓 枠 ６
３ に は ガ ラ ス 板 、 透 明 樹 脂 板 等 の 透 明 な 窓 板 ６ ５ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
［ ガ ラ ス 扉 の 前 側 構 成 に つ い て ］
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 前 側 に は 、 そ の 開 口 窓 ６ ２ の 周 縁 部 の 上 部 に
沿 っ て 、 ユ ニ ッ ト 化 さ れ た 音 響 電 飾 ユ ニ ッ ト （ ト ッ プ ラ ン プ ユ ニ ッ ト ） ７ ０ が ビ ス 等 に よ
っ て 装 着 さ れ て い る 。
　 音 響 電 飾 ユ ニ ッ ト ７ ０ の 左 右 両 側 部 に は ス ピ ー カ カ バ ー ７ １ を 前 側 に 有 す る ス ピ ー カ （
こ の 実 施 例 で は 中 高 音 用 ス ピ ー カ ） ７ ２ が 装 着 さ れ て い る 。
　 ま た 、 音 響 電 飾 ユ ニ ッ ト ７ ０ の 透 明 な カ バ ー 体 に よ っ て 覆 わ れ た 状 態 で 複 数 の 光 源 が 配
置 さ れ た ラ ン プ 基 板 （ 図 示 し な い ） が 配 設 さ れ て い る 。
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 前 側 に は 、 そ の 開 口 窓 ６ ２ の 周 縁 部 の
左 右 両 側 部 に 沿 っ て 左 右 一 対 の サ イ ド 電 飾 ユ ニ ッ ト ７ ３ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
［ 装 備 ユ ニ ッ ト と し て の 表 示 ユ ニ ッ ト に つ い て ］
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 前 側 に は 、 そ の 開 口 窓 ６ ２ の 周 縁 部 の 下 部 に
沿 い か つ 左 右 一 対 の サ イ ド 電 飾 ユ ニ ッ ト ７ ３ の 下 端 部 の 後 側 と 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 前 面
と の 間 に 両 端 部 が 挟 ま れ た 状 態 で 不 透 明 な 合 成 樹 脂 材 よ り な る ユ ニ ッ ト 取 付 ベ ー ス ７ ５ が
配 置 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 前 側 、 す な わ ち 、 ユ ニ ッ ト 取 付 ベ ー ス ７ ５ の 前 面 に は 、
装 備 ユ ニ ッ ト と し て の 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ は 、 遊 技 機 の 片 側 に 設 置 さ れ る 球 貸 機 （ 図 示 し な い ） の カ ー ド 挿 入 口
に 挿 入 さ れ た カ ー ド （ プ リ ペ ー ド カ ー ド ） に 記 憶 さ れ て い る 球 貸 度 数 を 表 示 す る も の で あ
り 、 図 ６ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 そ の 前 側 か ら 後 側 に 向 け て 前 面 装 飾 枠 ８ １ 、 ユ ニ ッ ト 本 体
９ ０ 、 貸 球 操 作 ボ タ ン ９ ６ 、 返 却 操 作 ボ タ ン ９ ７ 、 及 び 回 路 基 板 １ ０ ０ を 順 に 備 え 、 こ れ
ら 各 部 材 が 相 互 に 組 み 付 け ら れ て ユ ニ ッ ト 化 さ れ て い る 。
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ に 組 み 込 ま れ た 回 路 基 板 １ ０ ０ の 前 面 （ 表 面 の 実
装 面 ） の 略 中 央 部 に は 、 遊 技 機 の 片 側 に 設 置 さ れ る 球 貸 機 （ 図 示 し な い ） の カ ー ド 挿 入 口
に 挿 入 さ れ た カ ー ド （ プ リ ペ ー ド カ ー ド ） に 記 憶 さ れ て い る 球 貸 度 数 を ７ セ グ メ ン ト 表 示
に よ っ て 表 示 す る 度 数 表 示 器 １ １ ０ が 設 置 さ れ 、 そ の 左 右 両 側 部 に は 、 貸 球 ス イ ッ チ １ １
１ 及 び 返 却 ス イ ッ チ １ １ ２ が そ れ ぞ れ 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ７ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 前 面 装 飾 枠 ８ １ は 、 不 透 明 な 合 成 樹 脂 材 に よ っ て 略 四 角 枠 状
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に 形 成 さ れ 、 そ の 中 央 部 に は 、 ユ ニ ッ ト 本 体 ９ ０ が 嵌 込 ま れ て 一 体 に 組 み 付 け ら れ る 開 口
部 ８ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 前 面 装 飾 枠 ８ １ の 左 右 の 両 枠 部 の 後 面 に は 、 取 付 用 ボ ス ８ ３ が 後 方 に 向 け て 突 設
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
［ 表 示 ユ ニ ッ ト の ユ ニ ッ ト 本 体 に つ い て ］
　 図 ７ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 ユ ニ ッ ト 本 体 ９ ０ は 、 不 透 明 な 合 成 樹 脂 材 に よ っ て 略 四 角 形
状 に 形 成 さ れ 、 前 面 装 飾 枠 ８ １ の 開 口 部 ８ ２ に 嵌 込 ま れ て 一 体 に 組 み 付 け ら れ る 。 こ の ユ
ニ ッ ト 本 体 ９ ０ の 略 中 央 部 に は 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 度 数 表 示 器 １ １ ０ に 対 応 す る 透 孔 ９ １
が 形 成 さ れ 、 左 右 両 側 部 に は 、 貸 球 操 作 ボ タ ン ９ ５ と 返 却 操 作 ボ タ ン ９ ６ に 対 応 す る ボ タ
ン 孔 ９ ２ 、 ９ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ユ ニ ッ ト 本 体 ９ ０ の 上 縁 部 に は 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 上 端 部 を
弾 性 的 に 係 止 す る 左 右 一 対 の 基 板 係 止 爪 ９ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ユ ニ ッ ト 本 体 ９ ０ の 下 縁 部 に は 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 下 端 部 を
掛 け 止 め す る 左 右 一 対 の 基 板 係 止 片 ９ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 す な わ ち 、 ユ ニ ッ ト 本 体 ９ ０ の 各 ボ タ ン 孔 ９ ２ 、 ９ ３ に 貸 球 操 作 ボ タ ン ９ ５ と 返 却 操 作
ボ タ ン ９ ６ と が そ れ ぞ れ 嵌 込 ま れ た 状 態 で 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 下 端 部 を 基 板 係 止 片 ９ ５ に
掛 け 止 め し 、 同 回 路 基 板 １ ０ ０ の 上 端 部 を 基 板 係 止 爪 ９ ４ に よ っ て 弾 性 的 に 係 止 す る こ と
に よ っ て 、 ユ ニ ッ ト 本 体 ９ ０ の 後 側 に 回 路 基 板 １ ０ ０ が 装 着 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 状 態 に
お い て 、 ユ ニ ッ ト 本 体 ９ ０ の 透 孔 ９ １ に 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 度 数 表 示 器 １ １ ０ が 嵌 込 ま れ
て 露 出 さ れ 、 貸 球 操 作 ボ タ ン ９ ５ と 返 却 操 作 ボ タ ン ９ ６ と が 回 路 基 板 １ ０ ０ の 貸 球 ス イ ッ
チ １ １ １ と 返 却 ス イ ッ チ １ １ ２ と を ス イ ッ チ 操 作 可 能 に 前 後 方 向 に 所 定 ス ト ロ ー ク だ け 移
動 可 能 に 保 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 し た よ う に 、 前 面 装 飾 枠 ８ １ 、 ユ ニ ッ ト 本 体 ９ ０ 、 貸 球 操 作 ボ タ ン ９ ６ 、 返 却 操 作
ボ タ ン ９ ７ 、 及 び 回 路 基 板 １ ０ ０ が 相 互 に 組 み 付 け ら れ る こ と で ユ ニ ッ ト 化 さ れ た 表 示 ユ
ニ ッ ト ８ ０ が 構 成 さ れ る 。
　 そ し て 、 図 ８ と 図 ９ に 示 す よ う に 、 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ は 、 そ の 前 面 装 飾 枠 ８ １ の 左 右 の
両 取 付 用 ボ ス ８ ３ が ユ ニ ッ ト 取 付 ベ ー ス ７ ５ の ボ ス 挿 通 孔 ７ ８ に 挿 通 さ れ た 状 態 で 、 扉 本
体 フ レ ー ム ６ １ の 後 側 か ら そ の 取 付 孔 を 通 し て 取 付 ネ ジ ８ ５ が 取 付 用 ボ ス ８ ３ に ね じ 込 ま
れ る こ と で 、 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の ユ ニ ッ ト 取 付 ベ ー ス ７ ５ の 前 側 に 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ
る よ う に な っ て い る 。 こ の よ う に し て 、 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 後 側 か ら 取 付 ネ ジ ８ ５ を 締
め 付 け た リ 緩 め て 外 す こ と に よ っ て 、 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 前 側 に ユ ニ ッ ト 取 付 ベ ー ス ７
５ を 介 し て 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ を 容 易 に 着 脱 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 扉 本 体 フ レ ー ム
６ １ に 対 し 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ を 取 り 外 し た 状 態 で 保 守 ・ 点 検 、 故 障 時 の 修 理 、 回 路 基 板 １
０ ０ の 脱 着 交 換 等 を 容 易 に 行 う こ と が で き 、 サ ー ビ ス 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 開 閉 体 と し て の ガ ラ ス 扉 ６ ０ の 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 前 側 に 、 装 備
ユ ニ ッ ト と し て の 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ が 装 着 さ れ た 状 態 に お い て 、 ガ ラ ス 扉 ６ ０ が 閉 じ 状 態
、 開 き 状 態 、 い ず れ の 状 態 に あ っ て も 回 路 基 板 １ ０ ０ の 表 裏 両 面 （ 前 後 両 面 ） が 、 同 回 路
基 板 １ ０ ０ の 前 側 に 配 置 さ れ た 不 透 明 部 材 と し て の ユ ニ ッ ト 本 体 ９ ０ と 、 同 回 路 基 板 １ ０
０ の 後 側 に 配 置 さ れ た 不 透 明 部 材 と し て の 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ に よ っ て 覆 わ れ る よ う に な
っ て い る 。
　 そ し て 、 図 ３ と 図 ５ に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス 扉 ６ ０ が 開 か れ る こ と で 、 後 側 の 不 透 明 部 材
と し て の 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ が 視 認 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 後 側 に は 、 透 明 な 合 成 樹 脂 材 よ り 形 成 さ れ た 透 明 部 品 ６ ９
が 装 着 さ れ る 場 合 が あ り 、 こ の 場 合 に は 透 明 部 品 ６ ９ を 透 し て 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ が 視 認
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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［ 扉 本 体 フ レ ー ム の 透 視 部 と 回 路 基 板 の 基 板 情 報 に つ い て ］
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 後 側 の 不 透 明 部 材 と し て の 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ に は 、 回 路 基 板 １ ０
０ の 一 面 （ 後 面 ） を 局 部 的 に 透 視 可 能 な 角 孔 状 の 透 視 部 ６ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 こ の 実 施 例 １ に お い て は 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 後 側 に 位 置 す る ユ ニ ッ ト 取 付 ベ ー ス
７ ５ に 対 し て も 、 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 透 視 部 ６ １ ａ に 対 応 す る 位 置 に お い て 切 り 欠 き 状
の 透 視 部 ７ ５ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 一 面 （ 後 面 の 非 実 装 面 ） に は 、 扉 本 体 フ レ
ー ム ６ １ 及 び ユ ニ ッ ト 取 付 ベ ー ス ７ ５ の 透 視 部 ６ １ ａ 、 ７ ５ ａ に 対 応 す る 位 置 に お い て 、
基 板 番 号 、 製 造 年 月 日 、 製 造 者 名 、 機 種 名 等 の 基 板 情 報 １ ０ ７ が 表 示 さ れ て い る 。
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 回 路 基 板 １ ０ ０ は 、 絶 縁 材 よ り な る ベ ー ス 板 １ ０ １ の 表 裏 両 面 に
は 、 銅 箔 に よ っ て 配 線 パ タ ー ン １ ０ ３ 、 １ ０ ６ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 そ の 配 線 パ タ ー ン １
０ ３ 、 １ ０ ６ が 透 明 な 絶 縁 層 １ ０ ４ 、 １ ０ ８ に よ っ て そ れ ぞ れ 覆 わ れ る こ と で 回 路 基 板 １
０ ０ が 構 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 一 面 の 基 板 情 報 １ ０ ７ は 、 同 回 路 基 板 １ ０ ０ の 一 面 の 配 線 パ タ
ー ン １ ０ ３ を 形 成 す る 銅 箔 の 一 部 に よ っ て 形 成 さ れ 、 配 線 パ タ ー ン １ ０ ３ と と も に 透 明 な
絶 縁 層 １ ０ ４ に よ っ て 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 し た よ う に 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 一 面 に 配 線 パ タ ー ン を 形 成 す る 銅 箔 の 一 部 に よ っ て
基 板 情 報 １ ０ ７ を 形 成 す る こ と で 、 例 え ば 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 一 面 に シ ル ク 印 刷 等 に よ っ
て 基 板 情 報 が 表 示 さ れ た 場 合 と 比 較 し て 印 刷 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。 さ ら に 、
基 板 情 報 １ ０ ７ が 透 明 な 絶 縁 層 １ ０ ４ に よ っ て 保 護 さ れ る た め 、 摩 擦 等 に よ っ て 基 板 情 報
１ ０ ７ が 消 失 さ れ 難 い 。
　 ま た 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 反 対 面 （ 前 面 の 実 装 面 ） に お い て は 、 シ ル ク 印 刷 等 に よ っ て 基
板 情 報 が 必 要 に 応 じ て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 回 路 基 板 １ ０ ０ 及 び 球 貸 機 は 、 接 続 端 子 板 を 介 し て 払 出 制
御 基 板 １ ２ ８ に そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 球 貸 機 の カ ー ド 挿 入 口 に 挿 入
さ れ た カ ー ド （ プ リ ペ ー ド カ ー ド ） に 記 憶 さ れ て い る 球 貸 度 数 が 球 貸 機 に よ っ て 読 み と ら
れ 、 そ の 信 号 が 接 続 端 子 板 を 介 し て 払 出 制 御 基 板 １ ２ ８ に 伝 達 さ れ る 。 そ し て 、 こ れ に 基
づ い て 、 払 出 制 御 基 板 １ ２ ８ か ら 接 続 端 子 板 を 介 し て 、 回 路 基 板 １ ０ ０ に 伝 達 さ れ る 制 御
信 号 に よ っ て 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 度 数 表 示 器 １ １ ０ に は 、 カ ー ド の 球 貸 度 数 に 対 応 す る 表
示 （ ７ セ グ メ ン ト 表 示 ） が な さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 貸 球 操 作 ボ タ ン ９ ６ を 押 圧 操 作 し て 貸 球 ス イ ッ チ １ １ １ を 作 動 す る こ と で 、 そ の
信 号 が 接 続 端 子 板 を 介 し て 払 出 制 御 基 板 １ ２ ８ に 伝 達 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 球 払 出 ユ ニ
ッ ト １ ４ ０ の 払 出 モ ー タ １ ６ ０ が 作 動 さ れ 、 所 定 数 の 球 が 遊 技 機 の 前 側 の 上 皿 ７ ４ に 払 い
出 さ れ る 。 さ ら に 、 返 却 操 作 ボ タ ン ９ ７ を 押 圧 操 作 し て 返 却 ス イ ッ チ １ １ ２ を 作 動 す る こ
と で 、 そ の 信 号 が 接 続 端 子 板 を 介 し て 払 出 制 御 基 板 １ ２ ８ に 伝 達 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、
球 貸 機 の カ ー ド 挿 入 口 に 挿 入 さ れ た カ ー ド が 同 カ ー ド 挿 入 口 か ら 取 り 出 し 可 能 に 突 出 さ れ
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
［ 実 施 例 １ の 作 用 効 果 に つ い て ］
　 上 述 し た よ う に 構 成 さ れ る こ の 実 施 例 １ に お い て 、 ガ ラ ス 扉 ６ ０ の 所 定 位 置 に 表 示 ユ ニ
ッ ト ８ ０ が 装 着 さ れ た 状 態 に お い て 、 そ の 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ に 組 み 込 ま れ た 回 路 基 板 １ ０
０ の 存 在 や 、 同 回 路 基 板 １ ０ ０ が 正 規 の も の で あ る か 否 か を 判 断 す る 場 合 、 本 体 枠 ２ ０ に
対 し 扉 開 閉 用 ヒ ン ジ 機 構 ５ ９ を 支 点 と し て ガ ラ ス 扉 ６ ０ が 開 か れ る 。
　 こ れ に よ っ て 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 後 側 の 不 透 明 部 材 と し て の 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 後 面
が 透 明 部 品 を 透 し て 視 認 可 能 と な る 。
　 そ し て 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ 及 び ユ ニ ッ ト 取 付 ベ ー ス ７ ５ の 透 視 部
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６ １ ａ 、 ７ ５ ａ を 透 し て 回 路 基 板 １ ０ ０ の 一 面 が 視 認 さ れ る と と も に 、 同 回 路 基 板 １ ０ ０
一 面 に 表 示 さ れ た 基 板 情 報 １ ０ ７ を 視 認 す る こ と に よ っ て 、 そ の 回 路 基 板 １ ０ ０ が 正 規 の
も の で あ る か 否 か の 判 断 を 的 確 に 行 う こ と が で き る 。
　 こ の た め 、 回 路 基 板 １ ０ ０ が 不 正 の 回 路 基 板 に 交 換 さ れ て 不 正 行 為 が な さ れ る 不 具 合 を
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 特 に 、 こ の 実 施 例 １ に お い て は 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 前 側 に 配 置 さ れ る 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０
の 前 面 装 飾 枠 ８ １ 及 び 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ を 、 不 透 明 な 合 成 樹 脂 材 に よ っ て 形 成 し て 外 観 意
匠 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
　 そ し て 、 ガ ラ ス 扉 ６ ０ の 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ を 金 属 板 に よ っ て 形 成 し て 剛 性 や 耐 久 性 を
確 保 し な が ら 、 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 透 視 部 ６ １ ａ を 透 し て 回 路 基 板 １ ０ ０ の 基 板 情 報 １
０ ７ を 容 易 に 視 認 す る こ と が で き る 。
　 例 え ば 、 仮 に 、 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ の ユ ニ ッ ト 本 体 ９ ０ を 透 明 な 合 成 樹 脂 材 に よ っ て 形 成
し 、 回 路 基 板 １ ０ ０ の 前 面 に 基 板 情 報 １ ０ ７ を 表 示 し た 場 合 に は 、 そ の ユ ニ ッ ト 本 体 ９ ０
を 透 し て 回 路 基 板 １ ０ ０ 前 面 の 基 板 情 報 １ ０ ７ を 視 認 す る こ と が 可 能 と な る が 、 こ の 場 合
に は 、 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ の 内 部 が 視 認 さ れ る こ と と な り 、 外 観 意 匠 が 悪 化 さ れ る が 、 こ の
実 施 例 １ に お い て は 、 こ の よ う な 不 具 合 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
［ 実 施 例 １ の 変 更 例 に つ い て ］
　 な お 、 前 記 実 施 例 １ に お い て は 、 開 閉 体 と し て の ガ ラ ス 扉 ６ ０ の 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ に
装 備 ユ ニ ッ ト と し て の 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ が 装 着 さ れ る 場 合 を 例 示 し た が 、 ガ ラ ス 扉 ６ ０ の
扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 上 部 に 装 着 さ れ た 音 響 電 飾 ユ ニ ッ ト ７ ０ や 左 右 一 対 の サ イ ド 電 飾 ユ
ニ ッ ト ７ ３ を 装 備 ユ ニ ッ ト と し た 場 合 に お い て も 、 こ の 発 明 を 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る
。
　 音 響 電 飾 ユ ニ ッ ト ７ ０ や 左 右 一 対 の サ イ ド 電 飾 ユ ニ ッ ト ７ ３ に は 、 主 制 御 基 板 １ ３ １ あ
る い は 副 制 御 基 板 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 回 路 基 板 が 組 み 込 ま れ て い る 。
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス 扉 ６ ０ の 扉 本 体 フ レ ー ム ６ １ の 下 部 片 側 寄 り に 装 着 さ
れ た 演 出 操 作 用 の 操 作 ユ ニ ッ ト ４ ６ を 装 備 ユ ニ ッ ト と し た 場 合 に お い て も 、 こ の 発 明 を 実
施 す る こ と が 可 能 で あ る 。
　 演 出 操 作 用 の 操 作 ユ ニ ッ ト ４ ６ は 、 例 え ば 、 図 柄 表 示 装 置 ４ ５ に 予 め 設 定 さ れ た 複 数 の
抽 選 図 柄 パ タ ー ン を 操 作 ボ タ ン ４ ７ の 押 圧 操 作 に よ っ て 切 り 換 え 可 能 に 構 成 し た り 、 操 作
ボ タ ン ４ ７ の 押 圧 操 作 に よ っ て 当 り ／ は ず れ の 予 告 を 表 示 し た り し て 遊 技 者 の 操 作 が 演 出
表 示 に 反 映 さ れ る 操 作 部 で あ っ て 、 遊 技 者 の 参 加 意 欲 を 高 揚 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 操
作 ユ ニ ッ ト ４ ６ に は 主 制 御 基 板 １ ３ １ あ る い は 副 制 御 基 板 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 回 路 基 板
が 組 み 込 ま れ て い る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 こ の 発 明 の 実 施 例 ２ を 図 １ １ ～ 図 ２ ０ に し た が っ て 説 明 す る 。
　 図 １ １ は 外 枠 に 対 し 本 体 枠 を 開 い た 状 態 を 斜 め 左 上 前 方 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ２
は 遊 技 機 の 後 側 全 体 を 示 す 背 面 図 で あ る 。 図 １ ３ は 本 体 枠 の 機 構 装 着 体 に 球 払 出 ユ ニ ッ ト
が 装 着 さ れ た 状 態 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。 図 １ ４ は 球 払 出 ユ ニ ッ ト を 後 側 か ら 示 す 斜 視 図
で あ る 。 図 １ ５ は 球 払 出 ユ ニ ッ ト の 構 成 部 材 を 分 離 し た 状 態 を 後 側 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る
。 図 １ ６ は 球 払 出 ユ ニ ッ ト の 構 成 部 材 を 分 離 し た 状 態 を 前 側 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 １
７ は 球 払 出 ユ ニ ッ ト の 背 面 図 で あ る 。 図 １ ８ は 図 １ ７ の Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 基 づ
く 断 面 図 で あ る 。 図 １ ９ は 球 払 出 ユ ニ ッ ト の 回 路 基 板 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 な お 、 説 明 の
便 宜 上 、 遊 技 機 に お い て 遊 技 者 側 を 前 、 反 対 側 を 後 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 発 明 の 実 施 例 ２ に お い て は 、 外 枠 １ ０ に 開 閉 可 能 に 設 け ら れ か つ 遊 技 盤 ４ ０ が 着 脱
可 能 に 装 着 さ れ る 本 体 枠 ２ ０ を 開 閉 体 と し 、 本 体 枠 ２ ０ の 後 側 に 装 着 さ れ た 球 払 出 ユ ニ ッ
ト １ ４ ０ を 装 備 ユ ニ ッ ト と し た 場 合 を 例 示 す る 。 ま た 、 こ の 実 施 例 ２ に 係 る 遊 技 機 の 他 の
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構 成 は 、 前 記 実 施 例 １ の 遊 技 機 と 同 様 に し て 構 成 さ れ る た め 、 同 一 構 成 部 材 に 対 し 同 一 符
号 を 付 記 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
［ 本 体 枠 の 後 側 下 部 の 装 備 に つ い て ］
　 図 １ １ と 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 外 枠 １ ０ の 前 側 に 本 体 枠 開 閉 用 ヒ ン ジ 機 構 １ ６ に よ っ て
開 閉 可 能 に 装 着 さ れ た 本 体 枠 ２ ０ に お い て 、 そ の 前 枠 体 ２ １ の 後 下 部 領 域 の 片 側 （ 図 に 向
か っ て 左 側 ） に は 、 発 射 ハ ン マ ー １ ２ ３ 、 そ の 発 射 ハ ン マ ー １ ２ ３ を 作 動 す る 発 射 モ ー タ
１ ２ ２ 等 が 装 着 さ れ て い る 。
　 ま た 、 遊 技 機 の 後 側 の 所 定 位 置 に は 、 主 制 御 基 板 １ ３ １ が 収 納 さ れ た 主 制 御 基 板 ボ ッ ク
ス １ ３ ０ 、 払 出 制 御 基 板 １ ２ ８ が 収 納 さ れ た 払 出 制 御 基 板 ボ ッ ク ス １ ２ ７ が 装 着 さ れ て い
る 。
　 主 制 御 基 板 １ ３ １ は 遊 技 全 般 の 進 行 を 制 御 し 、 払 出 制 御 基 板 １ ２ ８ は 球 （ パ チ ン コ 球 ）
の 払 出 を 制 御 す る も の で あ り 、 球 を 払 い 出 す 数 を 記 憶 す る Ｒ Ａ Ｍ を 備 え 、 主 制 御 基 板 １ ３
１ か ら 送 信 さ れ る 払 出 用 信 号 に 従 っ て 球 を 払 い 出 す 制 御 信 号 を 、 後 述 す る 球 払 出 ユ ニ ッ ト
１ ４ ０ 内 に 組 み 込 ま れ た 中 継 用 の 回 路 基 板 １ ７ ０ に 伝 達 し て 払 出 モ ー タ １ ６ ０ を 作 動 制 御
す る よ う に な っ て い る 。
　 な お 、 図 ２ ０ は 、 前 記 実 施 例 １ の 表 示 ユ ニ ッ ト ８ ０ の 回 路 基 板 １ ０ ０ と 、 こ の 実 施 例 ２
の 球 払 出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ の 回 路 基 板 １ ７ ０ 、 払 出 制 御 基 板 １ ２ ８ 、 主 制 御 基 板 １ ３ １ の 接
続 状 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
［ 本 体 枠 の 機 構 装 着 体 、 球 タ ン ク 、 タ ン ク レ ー ル 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト 装 着 部 に つ い て ］
　 図 １ １ と 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 外 枠 １ ０ の 前 側 に 本 体 枠 開 閉 用 ヒ ン ジ 機 構 １ ６ に よ っ て
開 閉 可 能 に 装 着 さ れ た 開 閉 体 と し て の 本 体 枠 ２ ０ に お い て 、 そ の 後 部 に 一 体 に 形 成 さ れ た
機 構 装 着 体 ２ ３ の 後 側 上 部 に は 、 球 タ ン ク １ ３ ５ と タ ン ク レ ー ル １ ３ ６ と が そ れ ぞ れ 配 設
さ れ て い る 。
　 図 １ １ と 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 本 体 枠 ２ ０ の 機 構 装 着 体 ２ ３ の 片 側 （ 図 １ １ に 向 か っ て
右 側 ） 寄 り の 上 下 方 向 に は 、 装 備 ユ ニ ッ ト と し て の 球 払 出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ に 対 応 す る 縦 長
の 球 払 出 ユ ニ ッ ト 装 着 部 ２ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト 装 着 部 ２ ５ は 、 後 方 に 開 口 す る 凹 状 に 形 成 さ れ 、
そ の 奥 壁 部 （ 前 壁 部 ） ２ ９ の 所 定 位 置 に は 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ の 払 出 モ ー タ １ ６ ０ が
遊 技 盤 ４ ０ の 後 側 に 向 け て 突 出 可 能 な 開 口 部 ２ ９ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
［ 装 備 ユ ニ ッ ト と し て の 球 払 出 ユ ニ ッ ト に つ い て ］
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 装 備 ユ ニ ッ ト と し て の 球 払 出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ は 、 ユ ニ ッ ト 本 体 １
４ １ 、 払 出 モ ー タ １ ６ ０ を 駆 動 源 と す る 払 出 部 材 １ ５ ４ 、 回 路 基 板 １ ７ ０ 等 が 相 互 に 組 み
付 け ら れ て ユ ニ ッ ト 化 さ れ 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト 装 着 部 ２ ５ の 凹 部 の 後 方 開 口 部 か ら 嵌 込 ま れ
て 適 宜 の 取 付 手 段 （ 例 え ば 、 弾 性 ク リ ッ プ 、 係 止 爪 、 ビ ス 等 の 取 付 手 段 ） に よ っ て 着 脱 可
能 に 装 着 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 実 施 例 ２ に お い て 、 図 １ ４ ～ 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ の ユ ニ ッ
ト 本 体 １ ４ １ は 、 前 構 成 体 １ ４ ２ 、 中 間 構 成 体 １ ４ ３ 、 後 構 成 体 １ ４ ４ 及 び 後 カ バ ー 体 １
４ ５ を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 １ ７ と 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 前 後 及 び 中 間 の 各
構 成 体 １ ４ ２ 、 １ ４ ３ 、 １ ４ ４ に よ っ て タ ン ク レ ー ル １ ３ ６ の 前 後 の レ ー ル 通 路 に 出 口 に
そ れ ぞ れ 連 通 す る 流 入 口 を 有 す る 球 通 路 １ ５ ０ が 前 後 複 数 列 （ こ の 実 施 例 で は 前 後 ２ 列 ）
に 区 画 さ れ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 ユ ニ ッ ト 本 体 １ ４ １ に は 、 そ の 内 部 に 形 成 さ れ た 前 後 複 数
列 の 球 通 路 １ ５ ０ の 下 流 部 が 二 股 状 に 分 岐 さ れ て 前 後 複 数 列 の 賞 球 及 び 貸 球 用 球 通 路 １ ５
１ と 球 抜 き 用 球 通 路 １ ５ ２ と が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 賞 球 及 び 貸 球 用 球 通 路
１ ５ １ と 球 抜 き 用 球 通 路 １ ５ ２ と の 分 岐 部 に は 、 球 を 賞 球 及 び 貸 球 用 球 通 路 １ ５ １ と 球 抜
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き 用 球 通 路 １ ５ ２ と の い ず れ か に 振 り 分 け て 払 い 出 す た め の 回 転 体 よ り な る 払 出 部 材 １ ５
４ が 正 逆 回 転 可 能 に 配 設 さ れ て い る 。
　 ま た 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ の ユ ニ ッ ト 本 体 １ ４ １ の 中 間 構 成 体 １ ４ ３ 、 後 構 成 体 １ ４
４ 及 び 後 カ バ ー 体 １ ４ ５ は 、 透 明 な 合 成 樹 脂 材 に よ り 形 成 さ れ 、 前 構 成 体 １ ４ ２ は 、 不 透
明 な 合 成 樹 脂 材 に よ り 形 成 さ れ て い る 。
　 こ れ に よ っ て 、 ユ ニ ッ ト 本 体 １ ４ １ の 球 通 路 １ ５ ０ 内 の 球 の 流 れ 状 態 が 後 カ バ ー 体 １ ４
５ 、 後 構 成 体 １ ４ ４ 及 び 中 間 構 成 体 １ ４ ３ を 透 し て 視 認 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 に お い て 、 図 １ ７ と 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 前 後 複 数 列 の 球 通 路 １ ５ ０
の 分 岐 部 近 傍 に は 、 球 通 路 １ ５ ０ を 流 れ る 球 を 払 出 部 材 １ ５ ４ の 直 上 に 流 下 案 内 す る 左 右
対 を な す ガ イ ド 体 １ ５ ３ が 軸 １ ５ ３ ａ を 中 心 と し て 回 動 可 能 に 配 設 さ れ て い る 。 こ れ ら 対
の ガ イ ド 体 １ ５ ３ の 間 に 跨 っ て ば ね １ ５ ５ が 張 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 対 の ガ イ ド
体 １ ５ ３ が 所 定 の 球 案 内 姿 勢 に 保 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 後 カ バ ー 体 １ ４ ５ を
開 放 又 は 取 り 外 す こ と に よ っ て 、 対 の ガ イ ド 体 １ ５ ３ の 作 動 不 良 、 例 え ば 、 ば ね １ ５ ５ の
両 端 部 の 掛 け 止 め 作 業 や 交 換 作 業 が 容 易 に 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
［ 球 払 出 ユ ニ ッ ト の 中 継 用 の 回 路 基 板 及 び 払 出 モ ー タ に つ い て ］
　 図 １ ５ と 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 ユ ニ ッ ト 本 体 １ ４ １ の 前 構 成 体 １ ４ ２ の 前 側 に は 、 払 出
制 御 基 板 １ ２ ８ か ら 送 信 さ れ る 払 出 用 信 号 を 払 出 モ ー タ １ ６ ０ に 伝 達 す る 中 継 用 の 回 路 基
板 １ ７ ０ が 配 置 さ れ て い る 。
　 ユ ニ ッ ト 本 体 １ ４ １ の 前 構 成 体 １ ４ ２ の 前 側 に は 、 中 継 用 の 回 路 基 板 １ ７ ０ を 収 納 す る
空 間 部 を 隔 て て モ ー タ 用 取 付 板 （ ブ ラ ケ ッ ト ） １ ６ １ が 装 着 さ れ て い る 。 こ の 取 付 板 １ ６
１ に は 、 払 出 部 材 １ ５ ４ を そ の 中 心 部 の 回 転 軸 １ ６ ４ に お い て 正 逆 方 向 に 回 転 駆 動 す る た
め の 電 動 ア ク チ ュ エ ー タ と し て の 払 出 モ ー タ １ ６ ０ が 装 着 さ れ て い る 。
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 払 出 モ ー タ １ ６ ０ は 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト 装 着 部 ２ ５ の 奥 壁 部 ２ ９ の
開 口 部 ２ ９ ａ を 通 し て 遊 技 盤 ４ ０ の 後 面 に 向 け て 突 出 し て い る 。
　 そ し て 、 払 出 モ ー タ １ ６ ０ の 作 動 に よ る 回 転 軸 １ ６ ４ の 正 回 転 時 に は 、 こ れ に 基 づ い て
正 回 転 す る 払 出 部 材 １ ５ ４ に よ っ て 球 が 賞 球 及 び 貸 球 用 球 通 路 １ ５ １ に 払 い 出 さ れ る 。
　 ま た 、 払 出 制 御 基 板 １ ２ ８ 上 に 配 置 さ れ た 図 示 し な い 球 抜 き ス イ ッ チ を 操 作 す る こ と で
、 払 出 モ ー タ １ ６ ０ に よ っ て 回 転 軸 １ ６ ４ が 逆 回 転 し 、 こ れ に 基 づ い て 逆 回 転 す る 払 出 部
材 １ ５ ４ に よ っ て 球 が 球 抜 き 用 球 通 路 １ ５ ２ に 排 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 ２ に お い て は 、 図 １ ５ と 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 払 出 モ ー タ １ ６ ０ の 取
付 板 １ ６ １ の 左 右 両 側 部 に は 同 払 出 モ ー タ １ ６ ０ の 両 側 方 に 沿 っ て 側 壁 部 １ ６ ３ が 形 成 さ
れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 両 側 壁 部 １ ６ ３ に よ っ て 払 出 モ ー タ １ ６ ０ が 保 護 さ れ る と と も
に 、 同 払 出 モ ー タ １ ６ ０ の 熱 が 取 付 板 １ ６ １ の 両 側 壁 部 １ ６ ３ に 伝 導 さ れ て 放 熱 さ れ 、 こ
れ に よ っ て 払 出 モ ー タ １ ６ ０ の 過 熱 に よ る 損 傷 を 防 止 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 図 １ ５ 、 図 １ ６ 及 び 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 払 出 モ ー タ １ ６ ０ の 回 転 軸 １ ６ ４ の 軸
上 に は 、 前 構 成 体 １ ４ ２ の 前 側 に 位 置 し か つ 光 学 式 検 出 器 （ フ ォ ト セ ン サ ） １ ６ ６ に よ っ
て 回 転 状 態 が 検 出 さ れ る 回 転 盤 よ り な る 被 検 出 体 １ ６ ５ が 回 転 軸 １ ６ ４ と 一 体 状 を な し て
設 け ら れ て い る 。 こ の 被 検 出 体 １ ６ ５ の 外 周 部 に は 複 数 の ス リ ッ ト 、 切 欠 部 等 の 被 検 出 部
が 設 け ら れ て い る 。
　 ま た 、 光 学 式 検 出 器 １ ６ ６ は 、 中 継 用 の 回 路 基 板 １ ７ ０ の 前 面 （ 実 装 面 ） の 所 定 位 置 に
設 置 さ れ て お り 、 被 検 出 体 １ ６ ５ の 外 周 部 が 挿 通 さ れ る 溝 を 隔 て て 発 光 素 子 と 受 光 素 子 と
を 対 向 状 に 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 光 学 式 検 出 器 １ ６ ６ に よ っ て 被 検 出 体 （ す な わ ち 、 払 出 モ ー タ １ ６ ０ 、 回 転 軸 １
６ ４ 及 び 払 出 部 材 １ ５ ４ ） １ ６ ５ の 回 転 不 良 が 検 出 さ れ る と 、 そ の 検 出 信 号 が 払 出 制 御 基
板 １ ２ ８ に 伝 達 さ れ 、 こ れ に 基 づ い て 払 出 制 御 基 板 １ ２ ８ か ら 出 力 さ れ る 制 御 信 号 に よ っ
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て 払 出 モ ー タ １ ６ ０ が 回 転 不 良 の 動 作 を 開 始 す る 。 例 え ば 、 球 噛 み 等 に よ る 回 転 不 良 を 想
定 し て 払 出 モ ー タ １ ６ ０ が 所 定 時 間 に お い て 、 正 逆 回 転 を 繰 り 返 す 動 作 が 開 始 さ れ 、 こ れ
に よ っ て 球 噛 み 等 に よ る 回 転 不 良 が 解 消 さ れ る よ う に な っ て い る 。
　 ま た 、 光 学 式 検 出 器 １ ６ ６ の 検 出 信 号 が 払 出 制 御 基 板 １ ２ ８ に 伝 達 さ れ る と 、 遊 技 機 の
所 定 位 置 に 設 置 さ れ た 報 知 手 段 （ 図 示 し な い ） が 作 動 し 、 例 え ば 、 ラ ン プ が 点 灯 又 は 点 滅
し た り 、 あ る い は ス ピ ー カ が 作 動 す る こ と に よ っ て 、 払 出 モ ー タ １ ６ ０ 、 回 転 軸 １ ６ ４ 及
び 払 出 部 材 １ ５ ４ の 回 転 不 良 （ 作 動 不 良 ） が 報 知 さ れ る 。 ま た 、 前 記 し た 検 出 信 号 （ 異 常
信 号 ） を ホ ー ル コ ン ピ ュ ー タ に 出 力 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 前 記 し た よ う に 、 ユ ニ ッ ト 本 体 １ ４ １ 、 払 出 部 材 １ ５ ４ 、 払 出 モ ー タ １ ６ ０ 、 回 路 基 板
１ ７ ０ 等 が 相 互 に 組 み 付 け ら れ る こ と で ユ ニ ッ ト 化 さ れ た 球 払 出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ が 構 成 さ
れ る 。
　 そ し て 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ は 、 そ の ユ ニ ッ ト 本 体 １ ４ １ に お い て 、 本 体 枠 ２ ０ の 球
払 出 ユ ニ ッ ト 装 着 部 ２ ５ の 凹 部 の 後 方 開 口 部 か ら 嵌 込 ま れ て 適 宜 の 取 付 手 段 （ 例 え ば 、 弾
性 ク リ ッ プ 、 係 止 爪 、 ビ ス 等 の 取 付 手 段 ） に よ っ て 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 開 閉 体 と し て の 本 体 枠 ２ ０ の 球 払 出 ユ ニ ッ ト 装 着 部 ２ ５ の 凹 部 に
、 装 備 ユ ニ ッ ト と し て の 球 払 出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ が 装 着 さ れ た 状 態 に お い て 、 本 体 枠 ２ ０ が
閉 じ 状 態 、 開 き 状 態 、 い ず れ の 状 態 に あ っ て も 回 路 基 板 １ ７ ０ の 表 裏 両 面 （ 前 後 両 面 ） が
、 同 回 路 基 板 １ ７ ０ の 前 側 に 配 置 さ れ た 不 透 明 部 材 と し て の 本 体 枠 ２ ０ と 、 同 回 路 基 板 １
７ ０ の 後 側 に 後 側 に 配 置 さ れ た 不 透 明 部 材 と し て の 前 構 成 体 １ ４ ２ に よ っ て 覆 わ れ る よ う
に な っ て い る 。
　 そ し て 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 外 枠 １ ０ に 対 し 本 体 枠 開 閉 用 ヒ ン ジ 機 構 １ ６ を 支 点 と し
て 本 体 枠 ２ ０ が 開 か れ る こ と で 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 回 路 基 板 １ ７ ０ の 後 側 の 不 透 明 部
材 と し て の 前 構 成 体 １ ４ ２ が 、 透 明 な 中 間 構 成 体 １ ４ ３ 及 び 後 構 成 体 １ ４ ４ を 透 し て 視 認
可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
［ ユ ニ ッ ト 本 体 の 前 構 成 体 の 透 視 部 と 回 路 基 板 の 基 板 情 報 に つ い て ］
　 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 後 側 の 不 透 明 部 材 と し て の ユ ニ ッ ト 本 体 １ ４ １ の 前 構 成 体 １ ４ ２
に は 、 回 路 基 板 １ ７ ０ の 一 面 （ 後 面 ） を 局 部 的 に 透 視 可 能 な 角 孔 状 の 透 視 部 １ ４ ２ ａ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 一 方 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 回 路 基 板 １ ７ ０ の 一 面 （ 後 面 の 非 実 装 面 ） に は 、 前 構 成 体
１ ４ ２ の 透 視 部 １ ４ ２ ａ に 対 応 す る 位 置 に お い て 、 基 板 番 号 、 製 造 年 月 日 、 製 造 者 名 、 機
種 名 等 の 基 板 情 報 １ ７ ４ が 表 示 さ れ て い る 。
　 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 回 路 基 板 １ ７ ０ は 、 絶 縁 材 よ り な る ベ ー ス 板 １ ７ １ の 一 面 （ 後 面
） に は 、 銅 箔 に よ っ て 配 線 パ タ ー ン １ ７ ３ が 形 成 さ れ 、 そ の 配 線 パ タ ー ン １ ７ ３ が 透 明 な
絶 縁 層 １ ７ ５ に よ っ て 覆 わ れ る こ と で 回 路 基 板 １ ７ ０ が 構 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 回 路 基 板 １ ７ ０ の 一 面 の 基 板 情 報 １ ７ ４ は 、 同 回 路 基 板 １ ７ ０ の 一 面 の 配 線 パ タ
ー ン １ ７ ３ を 形 成 す る 銅 箔 の 一 部 に よ っ て 形 成 さ れ 、 配 線 パ タ ー ン １ ７ ３ と と も に 透 明 な
絶 縁 層 １ ７ ５ に よ っ て 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 前 記 し た よ う に 、 回 路 基 板 １ ７ ０ の 一 面 に 、 配 線 パ タ ー ン １ ７ ３ を 形 成 す る 銅 箔 の 一 部
に よ っ て 基 板 情 報 １ ７ ４ を 形 成 す る こ と で 、 例 え ば 、 回 路 基 板 １ ７ ０ の 一 面 に シ ル ク 印 刷
等 に よ っ て 基 板 情 報 が 表 示 さ れ た 場 合 と 比 較 し て 印 刷 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
さ ら に 、 基 板 情 報 １ ７ ４ が 透 明 な 絶 縁 層 １ ７ ５ に よ っ て 保 護 さ れ る た め 、 摩 擦 等 に よ っ て
基 板 情 報 １ ７ ４ が 消 失 さ れ 難 い 。
　 ま た 、 回 路 基 板 １ ７ ０ の 反 対 面 （ 前 面 の 実 装 面 ） に お い て は 、 シ ル ク 印 刷 等 に よ っ て 基
板 情 報 が 必 要 に 応 じ て 表 示 さ れ る 。
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　 な お 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 払 出 制 御 基 板 １ ２ ８ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 回 路 基 板 １ ７ ０
に は 、 光 学 式 検 出 器 １ ６ ６ の 他 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ に 組 み 付 け ら れ た 払 出 モ ー タ １ ６
０ や 払 出 計 数 ス イ ッ チ 、 球 切 れ ス イ ッ チ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
［ 実 施 例 ２ の 作 用 効 果 に つ い て ］
　 上 述 し た よ う に 構 成 さ れ る こ の 実 施 例 ２ に お い て 、 本 体 枠 ２ ０ の 後 側 の 機 構 装 着 体 ２ ３
の 球 払 出 ユ ニ ッ ト 装 着 部 ２ ５ に 球 払 出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ が 装 着 さ れ た 状 態 に お い て 、 球 払 出
ユ ニ ッ ト １ ４ ０ に 組 み 込 ま れ た 回 路 基 板 １ ７ ０ の 存 在 や 、 同 回 路 基 板 １ ７ ０ が 正 規 の も の
で あ る か 否 か を 判 断 す る 場 合 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 外 枠 １ ０ に 対 し 本 体 枠 開 閉 用 ヒ ン ジ
機 構 １ ６ を 支 点 と し て 本 体 枠 ２ ０ が 開 か れ る 。
　 こ れ に よ っ て 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 回 路 基 板 １ ７ ０ の 後 側 の 不 透 明 部 材 と し て の 球 払
出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ の 前 構 成 体 １ ４ ２ の 後 面 が 透 明 な 後 構 成 体 １ ４ ４ 及 び 中 間 構 成 体 １ ４ ３
を 透 し て 視 認 可 能 と な る 。
　 そ し て 、 前 構 成 体 １ ４ ２ の 透 視 部 １ ４ ２ ａ を 透 し て 回 路 基 板 １ ７ ０ の 一 面 が 視 認 さ れ る
と と も に 、 同 回 路 基 板 １ ７ ０ 一 面 に 表 示 さ れ た 基 板 情 報 １ ７ ４ を 視 認 す る こ と に よ っ て 、
そ の 回 路 基 板 １ ７ ０ が 正 規 の も の で あ る か 否 か の 判 断 を 的 確 に 行 う こ と が で き る 。
　 こ の た め 、 回 路 基 板 １ ７ ０ が 不 正 の 回 路 基 板 に 交 換 さ れ て 不 正 行 為 が な さ れ る 不 具 合 を
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 特 に 、 こ の 実 施 例 ２ に お い て は 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ の 前 構 成 体 １ ４ ２ を 不 透 明 な 合
成 樹 脂 材 に よ っ て 形 成 す る こ と に よ っ て 、 前 構 成 体 １ ４ ２ の 前 側 に 配 置 さ れ て い る 部 品 を
隠 す こ と が で き 、 ユ ニ ッ ト 本 体 １ ４ １ の 球 通 路 １ ５ ０ 内 の 球 の 流 れ 状 態 を 透 明 な 後 カ バ ー
体 １ ４ ５ 、 後 構 成 体 １ ４ ４ 及 び 中 間 構 成 体 １ ４ ３ を 透 し て 容 易 に 視 認 す る こ と が で き る 。
　 し か も 、 不 透 明 な 前 構 成 体 １ ４ ２ に よ っ て 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ の 後 方 か ら 後 構 成 体
１ ４ ４ 及 び 中 間 構 成 体 １ ４ ３ を 透 し て 球 通 路 １ ５ ０ に 入 射 す る 光 を 遮 光 す る こ と が で き 、
不 透 明 な 前 構 成 体 １ ４ ２ の 前 側 に 配 置 さ れ た 回 路 基 板 １ ７ ０ の 光 学 式 検 出 器 １ ６ ６ が 球 払
出 ユ ニ ッ ト １ ４ ０ の 後 方 か ら の 光 に よ っ て 誤 動 作 さ れ る 不 具 合 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
［ こ の 発 明 の 他 の 実 施 例 に つ い て ］
　 な お 、 こ の 発 明 は 前 記 実 施 例 １ 及 び ２ に 限 定 す る も の で は な い 。
　 例 え ば 、 前 記 実 施 例 １ 及 び ２ に お い て は 、 前 枠 体 ２ １ 、 遊 技 盤 装 着 枠 ２ ２ 及 び 機 構 装 着
体 ２ ３ が 不 透 明 な 合 成 樹 脂 材 に よ っ て 一 体 成 形 さ れ る こ と で 本 体 枠 ２ ０ が 構 成 さ れ る 場 合
を 例 示 し た が 、 遊 技 盤 が 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ る 遊 技 盤 装 着 枠 が 一 体 に 形 成 さ れ た り あ る い
は 別 体 の 遊 技 盤 装 着 枠 が 組 み 付 け ら れ る 前 枠 体 が 本 体 枠 で あ る 場 合 に お い て も こ の 発 明 を
実 施 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 前 記 実 施 例 １ 及 び ２ に お い て は 、 球 （ パ チ ン コ 球 ） を 用 い て 遊 技 を 行 う 遊 技 機 （
例 え ば 、 パ チ ン コ 機 ） で あ る 場 合 を 例 示 し た が 、 メ ダ ル を 用 い て 遊 技 を 行 う 遊 技 機 （ 例 え
ば 、 ス ロ ッ ト マ シ ン ） に お い て も こ の 発 明 を 実 施 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 に 係 る 遊 技 機 を 斜 め 右 上 前 方 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 遊 技 機 の 前 側 全 体 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 じ く 遊 技 機 の 外 枠 の 一 側 に 本 体 枠 が 開 か れ そ の 本 体 枠 の 一 側 に ガ ラ ス 扉 が 開 か
れ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 じ く ガ ラ ス 扉 と 表 示 ユ ニ ッ ト と を 分 離 し て 斜 め 左 上 前 方 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 同 じ く ガ ラ ス 扉 を 斜 め 左 上 後 方 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 じ く 表 示 ユ ニ ッ ト を 前 側 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 じ く 表 示 ユ ニ ッ ト の 構 成 部 材 を 分 離 し た 状 態 を 前 側 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 じ く 表 示 ユ ニ ッ ト の 構 成 部 材 を 分 離 し た 状 態 を 後 側 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 同 じ く 図 ５ の Ｉ Ｘ － Ｉ Ｘ 線 に 基 づ く 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 じ く 表 示 ユ ニ ッ ト の 回 路 基 板 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 同 じ く 外 枠 に 対 し 本 体 枠 を 開 い た 状 態 を 斜 め 左 上 前 方 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 同 じ く 遊 技 機 の 後 側 全 体 を 示 す 背 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 同 じ く 本 体 枠 の 機 構 装 着 体 に 球 払 出 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ た 状 態 を 示 す 側 断 面 図
で あ る 。
【 図 １ ４ 】 同 じ く 球 払 出 ユ ニ ッ ト を 後 側 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 同 じ く 球 払 出 ユ ニ ッ ト の 構 成 部 材 を 分 離 し た 状 態 を 後 側 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 １ ６ 】 同 じ く 球 払 出 ユ ニ ッ ト の 構 成 部 材 を 分 離 し た 状 態 を 前 側 か ら 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 １ ７ 】 同 じ く 球 払 出 ユ ニ ッ ト の 背 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 同 じ く 図 １ ７ の Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 基 づ く 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 同 じ く 球 払 出 ユ ニ ッ ト の 回 路 基 板 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 同 じ く 表 示 ユ ニ ッ ト の 回 路 基 板 、 球 払 出 ユ ニ ッ ト の 回 路 基 板 、 払 出 制 御 基 板 及
び 主 制 御 基 板 の 接 続 状 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 １ ０ 　 外 枠
　 １ ６ 　 本 体 枠 開 閉 用 ヒ ン ジ 機 構
　 ２ ０ 　 本 体 枠 （ 開 閉 体 ）
　 ４ ０ 　 遊 技 盤
　 ４ ２ 　 遊 技 領 域
　 ６ ０ 　 ガ ラ ス 扉 （ 開 閉 体 ）
　 ６ １ 　 扉 本 体 フ レ ー ム
　 ８ ０ 　 表 示 ユ ニ ッ ト
　 １ ０ ０ 　 回 路 基 板
　 １ ４ ０ 　 球 払 出 ユ ニ ッ ト
　 １ ７ ０ 　 回 路 基 板
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

(19) JP 2006-34513 A 2006.2.9



フロントページの続き

(72)発明者  船橋　和利
            愛知県西春日井郡西春町大字沖村字西ノ川１番地　株式会社大一商会内
(72)発明者  佐藤　義浩
            愛知県西春日井郡西春町大字沖村字西ノ川１番地　株式会社大一商会内
Ｆターム(参考) 2C088 EA07  EA09  EA10  EA12 

(20) JP 2006-34513 A 2006.2.9


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

